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（４）　春季戦歿者慰霊祭

　現在行なわれている羽合町戦歿者慰霊祭の歴史は古く、明治１４年に創立された奨恵社によって始められたものである。奨恵社では明治維新後の国難に殉じた人々の氏名を石に刻し、これを永く後世に伝えようと橋津の宮山約２,０００坪を開拓し、碑石を築いて奨恵社の優待場とした。この工事は明治２１年に始められ、２６年に完成して公園としての設備も整えられた。このとき建立された石碑には、因幡二十士に協力した中原吉兵衛、同忠治郎父子及び戊辰役、西南戦争で戦死した近郷の人たちの名前が刻まれた。そして間もなく日清戦争が始まり、この戦争で戦歿した人たちの名前も刻まれていった。さらに明治３７、８年の日露戦争でも近郷に多数の戦死者を出し、石碑に刻み込む余地がなくなって、明治３１年と３９年にそれぞれ石碑を増建して永く忠魂の慰霊をはかった。
慰霊祭の執行を定
　奨恵社では、創立後間もない明治１９年に「河村徴兵優待義会」を設立し、各種の優待事業を企画して、徴
めた「河村徴兵優
兵されて軍隊におもむく人達に後顧の憂いをやわらげようと図ったが、その規則のなかに戦死者あるいは功労
待義会」
者の慰霊祭を行うことを次のように定めた。

　「第十三条　記念碑ハ維新以還當郡内ノ士民ニシテ戦死或ハ邦家ニ勲労アルモノ及将来陣歿ハ無論平時現役


　中公務ノ為メニ死シタルモノヲ春秋祭祀シ以幽魂ヲ慰ムルモノトス」

　しかしこの規則ができたときから慰霊祭が執行されたかどうか、これをはっきり裏付ける資料がない。しかし奨恵社５０年史のなかに「日清・日露両大戦後に陣歿した兵士のため、臨時招魂祭を執行してその忠魂を慰めた」とあり、臨時でなく定例の招魂祭が橋津公園の完工時から春秋に執行されていたものと思わる。
大正２年に改正さ
　また大正２年に改訂された徴兵優待義会規則の第４章に、招魂祭の事項を次のように定めている。
れた「徴兵優待義
　第九条　前章ノ戦病死者及公共ノ為メ功労顕著ナルモノ、事績ハ之ヲ記念碑ニ刻シ永ク祭祀ヲ絶タサルモノ
会規則」
　　　　トス

　第十条　毎年一回招魂祭ヲ執行スルモノトス

　第十一条　招魂祭式典ハ神式及仏式ヲ併セ行フモノトス

　第十二条　招魂祭ニハ遺族ヲ招待シ之カ慰籍ニ勉ムルモノトス

　とあり、さらに奨恵社５０年史の冒頭に次のように記されている。


　「報国盡忠」の碑並に「紀功碑」「千載流芳」「頒徳紀功」「流休垂●」の４碑の立っている橋津奨恵社優待場は天正の古戦場馬ノ山の続きである。「馬ノ山公園」とも「橋津公園」とも、村の人は単に公園とも称している。明治２１年工を起こし明治２６年に完成を告げたものは其類例がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すくな),鮮)いのである。園内は古松EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うん),鬱)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぜん),然)として聳えているが之に配するに桜数百株を以てし、更に大正年代、楓樹を植えて其美覲を添ふるの設備を施した。毎歳陽春４月１８日を期して招魂祭典を執行する。当日遺族は固より町村長、青年会長、在郷軍人会、各小学校の参拝があって非常なる賑ひを呈する。里人は称して「公園祭り」といっている。
戦前までの招魂祭
　奨恵社５０年史からみた招魂祭の起源は以上のとおりであるが、橋津の招魂祭といえば昔から倉吉の招魂祭（４月１５日）と共に東伯郡における春の２大行事とされていた。橋津の招魂祭には、奨恵社事業の適用範囲である旧河村郡（泊、羽合、東郷、三朝、倉吉の一部元日下村、西郷村―）の戦歿者遺族全員を招待し盛大な慰霊祭典が執行され、そのあといろいろな行事が公園内で行なわれた。その第１は、旧河村郡内の小学校から選手が集まり、まさに大運動会の如く、陸上競技が盛大に繰り広げられたことである。また、戦前まで戦時色豊かな行事として銃剣術の試合が在郷軍人を中心にして実施されたり、そのほか因伯大相撲や大神楽、それに演芸なども招ばれて公演し、黒山の見物人で賑わった。屋台店に至っては、村の中程から招魂会場まで埋め尽くすほどの盛況ぶりであった。

　余談ではあるが、戦前までの橋津公園内には桜が沢山植えられていて、桜の花も倉吉の１５日、橋津の１８日ごろがちょうど見ごろであった。しかし、この桜の木は終戦直後の生活物資不足のとき、一部の人によって割木材に伐採されてしまいほとんど無くなった。その後２５年に橋津村の遺族会によって１５０本の桜の苗木が植樹されたが、戦後の道徳観念の稀薄が苗木の成長を妨げていたものの、近年その成果がみられるようになった。
戦後橋津村によっ
　ところでこの招魂祭も、終戦によって実質的に奨恵社の活動が停止してしまい、招魂祭の実施主体が無くな
て復活された春季
ってしまった。このため２１年には岩本留治ら遺族会の手によって仏式で行われたようであるが、公職選挙法
慰霊祭
によって昭和２２年橋津村長になった坂本小治郎は、奨恵社を管理していた鳥取市の岩田勝市に交渉して、以後は橋津村において招魂祭を継続してゆくことを約束し、従来どおり旧河村郡に案内状を発送して仏式による慰霊祭を執行した。

　この頃は連合軍による日本軍国主義拭掃の占領政策はきびしく、軍国主義につながる神道排除にもきびしい監視の目が光っていた。従って忠魂碑も当然その対象となって取除かれようとしたが、坂本村長は鳥取市の山崎弁護士（岩田勝治の娘婿）をとおして渉外局に交渉する一方、調査のためやってきた占領軍兵士に対し、外国でも各地に戦歿者の慰霊碑があることを実証して了解を求め、ようやくそのまま存置されることが許されたというエピソードがある。

　このような状況であったから、橋津村で行う招魂祭も「招魂祭」という名目で実施することは占領軍への手前はばかられ、「花まつり」という名目にして橋津、長瀬、浅津、宇野の旧４か村を対象にした慰霊祭を執行し、昭和２５、６年ごろから本来の慰霊祭の姿を取りもどした。
